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ソフトウェアとして，ATLAS (Automatically Tuned Linear Algebra Software) が知
られている．これらの自動チューニングソフトウェアには，問題サイズに依存し
ない性能の安定性が求められている．  
本論文では，密行列積問題に関して，Gustavsonらが提案した再帰BLASアルゴ
リズムを1CPUマシン，SMPマシンに実装し，性能評価を行った．また，ATLAS
によって最適化されたBLASを再帰実装することによって，性能の安定性と並列化
を目的とする自動チューニング方式AutoTuned-RB(Auto-Tuned Recursive BLAS)を
提案する．AutoTuned-RBでは，再帰段数に関するパラメタチューニングを自動的
に行う．再帰段数は1CPUマシンには全探索法，SMPマシンにはヒューリスティッ
ク法を用いて自動チューニングを行う．再帰段数を行列サイズに依存する1次多項
式にすることによって，問題サイズに依存する性能劣化を防ぐことが目的である．
性能評価の結果，提案手法は1CPUマシン，SMPマシンにおける問題サイズによ
る性能の不安定性の問題を解決した．Pentiumマシン(1CPUマシン)において，
ATLASに対し最大で2.0倍の速度向上を実現した．また，SGI Origin 3400（16CPU
マシン）において，ピーク性能に対し約90%の効率，およびATLASに対し最大で
3.3倍の速度向上を達成できることを確認した．  
 
 
